
 

 

  
この町で、この地で笑って老いたい  ～そのために今すべきこと～ 

内藤岩雄 

錦
着
⎙ 

 

帰
⎾
故
郷
⎡ 

 
 

 

若
葉
⍾
⎝ 

高橋
た か は し

 秀
ひ で

紀
の り

さん(茶屋) 優秀金賞受賞！ 

第１７回あなたが選ぶ日本一おいしい米コンテスト in 庄内町 
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一
打
入
魂 

 



 

 

  

 

 

    
 

一
、
赤
松
立
て
る
丘
こ
さ
ば 

磯
辺
に
貝
や
拾
わ
れ
ん
と 

 

ば
か
り
見
ゆ
る
高
原
の
吾
故
郷
の
眺
め
か
な 

 

二
、
来
る
人
毎
に
ほ
む
る
な
り 

山
又
山
の
奥
に
か
く  

広
き
所
の
あ
る
べ
し
と
思
わ
ぬ
人
の
多
か
れ
ば 

 

三
、
千
年
の
昔
知
り
顔
に
立
ち
し
大
木
の
名
に
お
え
る 

大
松
峠
の
い
た
だ
き
に
我
が
学
園
は
立
て
る
な
り 

 

四
、
一
際
高
き
校
庭
は 

四
季
折
々
の
た
え
ま
な
く 

 
 

 

花
咲
き
め
ぐ
り
鳥
鳴
き
て
奥
ゆ
か
し
く
ぞ
思
わ
る
る 

 

五
、
今
日
は
小
春
の
空
晴
れ
て 

我
等
を
包
む
紅
葉
の 

色
も
一
入
見
栄
え
あ
り
い
ざ
や
村
内
巡
り
来
ん 

 

六
、
学
校
出
で
て
坂
道
を
南
に
下
れ
ば
さ
し
て
ゆ
く 

笠
木
の
村
に
出
ず
る
な
り
日
谷
神
社
に
詣
で
な
ん 

 

七
、
我
が
友
達
は 

朝
な
朝
通
り
道
路
も
う
る
わ
し
く 

多
里
宮
内
に
続
き
た
り
車
の
わ
だ
ち
に
行
き
か
い
て  

 

八
、
川
辺
に
そ
い
て
川
下
に 

下
れ
ば
こ
こ
は
福
万
来
よ 

分
教
場
も
防
い
て
見
ん
⾧
楽
寺
に
も
詣
で
な
ん  

 

九
、
阿
毘
縁
に
通
う
県
道
を 

下
れ
ば
こ
こ
は
郷
尾
滝 

岩
間
に
生
ふ
る
岸
つ
つ
じ
生
山
駅
も
遠
か
ら
ず 

 

十
、
峠
を
こ
え
て
名
も
ゆ
か
し 

佐
木
谷
村
に
わ
け
入
れ
ば 

 
 

細
屋
川
の
音
さ
や
に
塵
に
け
が
れ
ぬ
境
な
り 

 

十
一
、
佐
木
谷
川
を
さ
か
の
ぼ
り 

福
寿
実
村
に
来
て
見
れ
ば 

大
宮
に
行
く
道
は
よ
し
御
代
の
光
に
も
れ
ぬ
か
な  

 

十
二
、
小
さ
き
峠
を
う
ち
こ
え
て 

出
れ
ば
こ
こ
は
茶
屋
村
よ 

大
倉
二
子
遠
山
も
松
の
葉
か
げ
に
見
ゆ
る
な
り 

 

十
三
、
ひ
と
き
わ
高
き
常
桂
寺 

寺
の
庭
よ
り
な
が
む
れ
ば 

右
に
鎮
守
の
森
見
え
て
松
の
木
か
げ
に
立
て
る
な
り 

 

十
四
、
山
は
し
ば
ら
く
登
り
た
る 

大
草
山
よ
低
け
れ
ど 

富
士
に
も
似
た
る
姿
か
な
藤
と
雪
と
は
殊
に
よ
し 

 

十
五
、
大
草
山
の
裾
こ
え
て 

船
通
山
に
の
ぼ
る
べ
し
こ
こ
は  

神
代
の
霊
地
な
り
竜
頭
が
滝
も
見
て
ゆ
か
ん 

 

十
六
、
千
町
の
小
田
は
黄
金
な
す 

稲
の
穂
波
の
う
ち
つ
づ
き 

山
は
栗
、
楢
、
桧
、
杉
、
夕
日
に
映
え
て
う
る
わ
し
や 

 

【お願い】山上村巡りの歌が、どこに立ち、どちらの方向を見ながら詠んだものか。

また、出発から最後に船通山に登り俯瞰するまでどういうルートを歩いたものか、

わかる方がいましたら教えてください。  山上まちづくりの会 事務局 

山
上
村
巡
り
の
歌 

十
七
、
神
代
の
昔 

す
さ
の
う
の
神
の
時
よ
り
真
金
吹
く 

業
に
つ
れ
て
や
開
け
け
む
今
も
鋼
に
名
を
得
た
り 

 

十
八
、
眺
め
も
広
く
土
地
も
よ
し 

人
の
心
も
す
な
お
に
て 

よ
そ
に
劣
ら
ぬ
富
も
あ
り
教
え
の
道
に
い
ざ
い
そ
げ 

 

作  

内
藤
岩
雄 

昭和 6 年(１９３１年)  岩雄５７歳の時、 

門弟によって胸像が山上校庭に建つ。（除幕式写真） 

 

  

ま
た
、
青
年
団
、
処
女
会
、
幼
年
会
な
ど
の
組
織
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
教
育
に
も
力
を
尽
く
し
、
山
上
教
育
の
父
と
う
た
わ
れ
ま
す
。
一
九
一
五
年(

大

正
四
年)

、
山
上
の
シ
ン
ボ
ル
大
草
山
に
『
大
正
』
の
ひ
の
き
の
造
林
を
し
、
こ
れ

は
一
〇
〇
年
以
上
経
過
し
た
今
も
残
ỵ
て
い
ま
す
。  

一
九
二
五
年(

大
正
十
四
年)

、
五
十
一
歳
で
退
職
し
た
後
は
、
日
野
郡
史
編
集
委

員
の
中
心
と
な
ỵ
て
上
下
卷
四
○
○
○
頁
に
及
ぶ〈
日
野
郡
史
〉を
完
成
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
一
九
三
九
年(

昭
和
十
四
年)

、
六
十
六
歳
に
な
ỵ
て
か
ら
『
雲
伯
古
代
史
』

に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
る
た
め
、
京
都
大
学
に
入
学
し
ま
す
。
文
学
部
⾧
西
田
直

二
郎
博
士
の
も
と
で
研
究
に
没
頭
し
、病
気
の
た
め
や
む
な
く
中
断
す
る
こ
と
と
な

る
ま
で
、
向
学
心
に
燃
え
た
岩
雄
の
勤
勉
な
姿
は
、
多
く
の
人
々
の
尊
敬
を
集
め
た

の
で
す
。 

 

そ
の
他
に
も
、「
石
霞
渓
」
の
名
勝
地
指
定
運
動
を
起
こ
し
た
り
、「
天
の
叢
雲
の

剣
」
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
「
鳥
髪
の
峰(

船
通
山)

」
の
神
域
宣
揚
に
努
め
た
り
な

ど
、
郷
土
に
残
し
た
功
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

岩
雄
は
、
博
学
、

多
趣
味
で
、
史
学
、
文
学
に
詳
し
く
、
俳
句
、
和
歌
、
書
、
絵
も
巧
み
で
し
た
。
そ

の
中
で
も
独
特
な
作
風
で
描
い
た
『
奔
馬
』
の
絵
は
現
在
で
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
九
四
○
年(

昭
和
十
五
年)

、
皇
紀
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
描
い
た

「
奔
馬
二
千
六
百
之
図
」
や
「
二
千
六
百
之
梅
」
は
、
そ
の
代
表
作
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

一
九
四
四
年(

昭
和
十
九
年) 

九
月
三
日
、
七
十
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
岩

雄
は
、
村
葬
で
盛
大
に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
、
内
藤
岩
雄
の
生
誕
一
五
○
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
特
集
を
終
わ
る
に
あ
た

り
、
内
藤
岩
雄
が
一
九
一
四
年
(
大
正
三
年
)
に
教
育
者
と
し
て
の
覚
悟
を
詠
ん
だ

う
た
を
掲
載
し
ま
す
。
感
謝
。 

『
願
わ
く
は
教
の
道
に
吾
死
な
ん 

 
 

 
 

 
 

飢
え
て
凍
え
て
野
に
た
お
る
と
も
』 

 

参
考
文
献
⽇
日
南
町
美
術
館
平
成
二
十
六
年
度
内
藤
岩
雄
展
パ
ン
フ
レ
ỿ
ト 

文 
 

責
⽇
山
上
ま
ち
づ
く
り
の
会
事
務
局 

内
藤
岩
雄
は
、
一
八
七
四
年(
明
治
七
年)

二
月
二
十
二
日
、
日

野
郡
矢
原
村(

現
日
南
町
茶
屋)

の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
ま
す
。 

鳥
取
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
日
野
高
等
小
学
校
の
教
員
と
な
り
、

一
九
〇
一
年(

明
治
三
十
四
年)

、
二
十
八
歳
の
若
さ
で
新
設
さ
れ

た
山
上
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
⾧
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

「
開
墾
は
教
育
な
り
」
と
い
う
教
育
方
針
を
掲
げ
、
教
職
員
と

生
徒
た
ち
を
中
心
と
し
た
校
庭
の
拡
張
や
造
林
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
自
宅
の
敷
地
内
に
は
「
松
藤
村
塾
」
を
開
き
、
遠
方
か

ら
通
う
子
ど
も
た
ち
の
寝
起
き
の
世
話
を
し
な
が
ら
通
学
を
支

え
、
校
地
内
に
は
「
松
蔭
舎
」
と
名
付
け
た
塾
を
開
く
な
ど
、
公

私
、
昼
夜
を
厭
わ
ず
、
全
力
で
学
校
教
育
に
力
を
注
い
だ
独
特
な

学
校
経
営
は
、
当
時
の
教
育
界
で
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
一
一
年

(

明
治
四
十
四
年)

、
鳥
取
県
か
ら
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。(

右
の
写
真
は
こ
の
当
時
の
も
の
で
す
。)  

 “山上教育の父” 内藤岩雄  
生誕１５０年 

特
集 
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